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淡路島のカメムシ類について(Ⅱ）

堀田 久

筆者は、本誌N0,14で淡路島産のカメムシ題21穂を記録したが、その後の採集品などで同定
定できたものを報告しておきたい。

なお、本報中の採集者(KT)は登日邦明氏採築のもので、策者自身の採築品は無記名である。

番号の前に＊印を付したものは、淡路島から新妃録となるものであり、これらの標本はすべて筆

’
１
１

者力斬蔵している。貴重な標本を提供いただ･いた豊日邦明氏に厚くお礼申し上げる。

ツチカメムシ科Cydnidae

l・ツチカメムシMacroscytusjaponensisScott
●

洲本市山武牧場,1eX.,61X.1975

マルカメムシ科P1ataspidae

2．マルカメムシCoPtosomapunctatissimumMontandon

先山,1ex．,23.1V、1977

カメムシ科Pentatomidae

3．ムラサキシラホシカメムシEysarcorisfallaxBreedin

津名町興隆寺,1ex.,31.V11．1967(KT)

＊4．アカスジカメムシGraposomarubrolineatumWestwood

洲本市安乎町,1eX．,30.V1.1976

5，フタテンカメムシLaPriusvaricornisDallas
●

先山,1eX.,12.V111．1976.

6．クサギカメムシHalyomorPhabrevisWa].ker

先山,1ex｡,21.V11｡1975,1ex．,12.VI11.1976

7．ナガメmurydemarugosumMotgchulsky

先山,1eX,,10.IV.1977

8，チャバネアオカメムシP1autiacrosSataDallas

洲本市山武牧場,1ex,,6.D(.1975

＊9．ツヤアオカメムシG1auciaSsubpunctatusWalker

洲本市山武牧場,1eXo,6.IX｡1975
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Iツノカメムシ科Acanthosomat,idae

10・アオモンカメムシDichobothriumnubilumDallas

先山,2exB．,12VIII.1976

ヘリカメムシ科Coreidae

ll・ホシハラピロヘリカメムシHomoeocex･usunipunctat,usThunl

先山91eX．,21．ⅥI.1975,1ex．,12.VIII．1976,1ex．,2.

1976；洲本布安乎町,1eX．,3.V.1977

＊12．キパラヘリカメムシP1inachtusbicoloripesScotも

先山,1ex．,12.VIII．1976

＊13．スカシヒメヘリカメムシLioユyesushyalinusFabricius

先山,1eX．,5．VI．1977

＊14オオクモヘリカメムシAnacanthocorisstx･iicornisScott
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unipunctat,usThunberg

VII1．1976,1ex．,2.3.エX、

１
１ 先山,1eX．,26.V1.1977

＊15．クモヘリカメムシIJeptocox･1gachinensisDaユユas
● ●

洲本市山武牧場,1eX．,6.n.1975

16．ホソハリカメムシCletuetrigonuBThunberg
洲本市山武牧場,1eX．,6.1X.1975

オオホシカメムシ科Largidae

＊17．オオホシカメムシPhygopeltaguttaBurmeister
洲本市山武牧場,1eX．,6.Ⅸ、1975

ヒラタカメムシ科Aradidae

＊18．オオヒラタカメムシMaziraScabrosaScott●

先山,1ex．,5.Ⅵ、1977

＊19．ノコギリヒラタカメムシAradaSorientaliSBergr･oth
●

先山,1eX．,23.Ⅳ，1977

サシガメ科Reduviidae

＊20．クロバアカサシガメLabidocorisinsignis
● ● ● ●

先山,1eX．,22.V.1976

21．シマサシガメSphedanolestesimpreesicollisStal

先山,1ex.,8.V，1977
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ナガカメムシギ↓Lygaeidae

22．オオモンシロナガカメムシMethochusabbreviatusScott

洲本市安乎町,lex．,7．V、1977

23．チヤイロナガカメムシNeolethaeusdallasiScott

洲本市山武牧場,1ex．,6.IX.1975

＊24ク.ロアシホソナガカメムシParomiusexiguusDistant

洲本市山武牧場,1ex.,6.IX.1975

淡路島産の蜂類について（Ⅱ）

堀田 久

筆者は、本誌NO.13で淡路島産の蜂類33諏を記録したが、その後の採集品などで同定でき

たものを報告しておきたい。

なお、番号の前に＊マークを付したものは今回淡路島から新に記録されるものである。

本文中に記録した標本は、すべて筆者自身が採集したもので現在手許に保管している。

ハバチ科Tenthredinidae

＊1．ヒラァシハバチCr･oesusjaponicusTakeuchi

先山,1ex.,23．IX、1976

2．チャイロハバチNesotaxonusblavescensMarlatt

先山,1eX．,5.Ⅵ、1977

ミフシハバチ科Argidae

3．ルリチュウレンジArgesimilisVollenhoven

先山91eX．,6.VI．1978

ヒメバチ科Lchneumonidae

4コンポウアメバチHabronyxlnsidiatorSmith

先山,1eX･,28.V.1977

＊5．サキグロホシアメバチEricospilusramidulusLinne

－3－
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洲本布山武牧場,1ex｡,6.画．1975;

洲本布安乎町01eX．,26.Ⅸ、1975

＊6マイマイヒラタヒメバチCoccygomimuseuctuosaSmith

洲本布安乎町,1eX．,30．VIn.1975

セダカヤセパチ科Aulacidae

*ZホシセダカヤセパチPrietaUlacUgintermediusUchida

先山,1ex.,9.Ⅵ、1974

アリパチ科Mutillidae

＊8卜ケムネアリパチSquamulotiユユaardescenSSmith

先山pleX.DI｡V、1977

ツチパチ科Scoliidae

，9キオピツチパチScoliaoculataMatsumura

先山,1ex.,12.VIII.1976

*m、オオハラナガツチパチCampeomerisgr･oesaFabriciug

常隆寺山,1ex.,21.Ⅸ、1974

セイポウ科Chryeididae

＊11．ミスジセイポウChrygigfasciataO1iver

洲本市安乎町91eX．,11.VIII．1976

ペツコウパチ科Pompilidae

l2、オオモンクロペツコウAnopliuSSamariensiePallaS

先山01ex.,12.VIII．1976

13．フタモンペツコウParabetozonuShakodadiDa11aTorre

先山,1eX．,21．VII．1977

14キパネトケアシベツコウMallogcelisryoheiilshikawa

先山,1eX.,21．Ⅵ1．1977

ジガパチ科SPhecidae

＊15．トガリアナパチTachytessinensisSmith

洲本布安乎町,1ex.,5．ⅥII．1946

＊16ミカドジガパチAmmophilaaemulansKohl

先山,1ex.,26.VII．1978

1ZジガパチモドキTX･yPoxylonobsonatorSmith
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洲本布安乎町,1ex．,231X、1978

スズメバーチリlVespidae

ヒメスズメバチVespat,ropicalinne

洲本市安乎町、lex．,16VIII．1946

セグロアシナカバチPolistesjadwigaeDallaTorre

洲本市安乎町,1ex．,24.XII.1976

ヤマトアシナガパチPolistesjaponicusSaussure

洲本市安乎町,1eX．,21.VIII.1946

ホソアシナガパチParapolybiavariaFabricius
●

洲本市山武牧場,1ex.,6Ⅸ、1975

フタモンアシナガバチPolisteschinensisFabricius
の

洲本市安乎町,1ex.,6.IX.1978

スズパチEumenesdecorataSmith

先山,1eX．,12.VIII．1976.1ex．,29.VII．1977.

オオカバフスジドロノくチOrancistrocerusdr･ewseniSaussure
洲本布安乎町,1ex．,5.VIII．1946

カバフスジドロバチPararrhynchiumornatumSmith

先山,1ex.,5.VI．1977

トツクリバチEumenesmicadoCameron

先山,1ex.,12.VIII.1976

ハキリバチ科Megachilidae

オオハキリバチMegachilesculpturalisSmith

先山,1eX･,21.VII．1977

ハラアカノ､キリヤドリEUaspisbasalieRitsema

洲本市安乎町,1ex．,22.VIII．1977

ミツバチ科Apidae

クマバチXylocoPaappendiculataC1rCumvolanSSmith
O

先山,1ex"23.IX.1976,1ex．,23.Ⅳ、1977

.ミツバチApiemelliferaLinne
洲本市安乎町,1ex.,7.V.1977

キマダラノ､ナバチNOmadajaponicaSmith

先山plex．,8.V、1977
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淡路島のヒメハルゼミについて

登日邦明

ヒメハルゼミEuterpnosiachibensisMatsumuraは、南方系昆虫類の代表

的なものの1種であり、本邦では、新潟県能生および茨域県片庭を北限として、それ以南の暖地

のシイなどを主体とした照葉樹林に点々と分布し、合唱性を有し大声で鳴くことから、古くから

注目されていた種であった。

淡路島産のヒメハルゼミが初めて記録されたのは1933年（昭和8年）のことで、当時洲本

町（現在の洲本市）7丁目に住まわれていた川原忠雄氏が、「昆虫世界」37巻11号に「ヒメ

ノ､ルゼミの新産地」なるタイトルで、三原郡八木村馬廻（現在の同郡三原町八木馬廻）産のもの

を報告している。これは県下で最初の報告でもあった。報文の1部を引用すると、「右は生徒が

淡路島三原郡八木村馬廻で蜘蛛の巣にかかっていた9一匹を採集したものであります。来年度の

発生時には詳細を調査の上、追って発表します」とある。しかし、その後の報告は見られず、2

度目の記録が公にされたのは、38年後の1971年のことである。
神戸大学の奥谷禎一教授は、従来より県下の本種の分布を調査されていたようで、淡路島での

分布についても深い感心を示され、当時、農学部に在籍しておられた武田義明氏（現在教育学部
技官）などに調査を依頼されたり、また、先生御自身も、最初の発見地である八木馬廻などへ何
度か足を運ばれたようである。これらの成果が実り、1971年7月に武田氏が島南部の諭憩羽

神社社まで本種の鳴声を聞き、7月29日には奥谷先生自ら現地へ来られて生息を確認された。
この再発見の経緯については、奥谷（1971）堀田（1971）などに詳しい。
筆者は、1972年7月に諭観羽神社の南西およそ6Kmの三原郡南淡町阿万通称ショウブ谷
で､蛾類の燈火採集を行った際、飛来した本種を発見し（登日、1973）、その後1975年7
月には、洲本市三熊山で鳴声を確認した（登日、1975）。それ以来、機会をみて全島的な調
査を試みたいと考えていたが、発生時期が短期間であることも加わって実行できなかったが、本
年7月上～下旬に島内各地で分布調査を行なう機会に恵まれ若干の新知見も得たので､.現時点
での淡路島での分布のまとめの意味で、本報を公にしたい。
本文を草するに当たり、適切な助言を下された神戸大学農学部の奥谷禎一先生、日頃より何か

と御支援をいただく堀田久・竹田俊道両氏に、厚くお礼申し上げる。
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1．先山山頂付近及び南東血（山共k4～!'】樋、alt,.20i'～.;00ml頭銅(1976)*苛窒

中学の生徒が、lgを採独した。合同ハ<,疏認していろ。

脱皮穀は頂上の東茶屋付近でも見られるが、蝋'?;はあま”卿かれず、南東面の中鞭(alt.
200～300m)で合唱を跡鯉した。

屑上から南東山の下内贈にかけては、幣状にスダジィ、タブを-F体とした自然林か残存
しており、特に中脳あたりが主な'1i息地となっているようである。生息数は2～3コロニー
電三熊山より多い。

2．三熊山北面(alt.20～80m)

登日（1975）先にも触れたように、l975fI:7ノjに合唱を確認。

三熊山は、淡路島の中心・洲’剛jの汗後にある130mあまりの低lllであるが、北面には

比較的保存状態の良好なスダジイ、イヌマキ、クスノキ、ヒメユズリハなどを主とする自

然林が残されており、島内での暖地性捕物の宝施とも呼ばれている。この北面が生息地と

なっており、毎年7月上～中旬には合唱が剛かれるが、推測される個体数は，コロニー数
10頭程度で、極めて小規棋である。
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諭鶴羽山山頂付近及び南面(alt、200～600m)

奥谷（1971）先にも触れたように、山頂滴下の諭弧羽神ﾈt社護

三
３

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

で生息を確認。1933

年来の発見となる。

諭溺羽山の山頂直下には諭趣羽神社があり、その背後に社有林としてアカガシ、スダジイ、

ミヤマシキミを主とした植生が残存している。再発見された当初は、この林だけが生息地と

されており、筆者も、1974－75両年の7月下旬に調査した際には、合唱はここでしか
確認できなかった。
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ところが、本年（1978）7月10日に調斉した際には、神社の周辺はもちろん、東に

延びる尾根筋一帯、さらには南斜面（特に南淡町灘黒岩方面）の中腹以上一帯で、漣しい数

の本種の合唱（5～6コロニー以上）を確認した。まさに山全体が噛っているようであった。

生息数、生息面積共に、島内では最大である。

１
１

この項で示した文献は、最初に発表されたオリジナルな報文のみである。
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この山での発生のピークは7月10日前後のようで、現在までの渦ffが7ノ}F旬の発生の

終末期近くになってから行なわれていたために、この付近では最も棟il.jiのil.ljい揃鶴羽神社付

近でしか確認できなかったのではないかと考える。今後の課題として、l邑根筋や南面中腹で

の脱皮穀の確認が望まれる。

4南淡町灘大川（大川の滝周辺、aユt,60m)

従来記録がなかったが、本年7月10日に調査した際に、1コロニー数10個体程度の合
唱を確認した。

この付近には、ウパメガシを主体とする暖地性の海岸林にスダジイなどを交えた植生が残
存している。

5．南淡町阿万上町（通称ショウブ谷、alt、100m)

登日（1973）燈火に飛来した16を採集。合唱も確認。

上記の地点は本庄川上流の谷の1つで、先の諭劉羽山からは南西へおよそ6Km、灘大川

からは北へおよそ3Kmの位置になる。スギ、ヒノキ等の植林が多く、堆息環境は良好でな

く､奥谷先生の御意餅のように､他の場所で発生したものが､移動してきたのではないか
と考えられる。

その他として最初の発見地である三原町八木馬廻周辺では、奥谷先生の調査（奥谷、’9
71）でも生息が確認されておらず、筆者も馬廻の成相寺の寺有林をはじめ、成相川の上流
まで調査を行ったが、ついに確認できなかった。
本種の分布は、スダジイを主とする照葉樹林の分布と深い関連をもつようであるが、馬廻
の成相寺周辺のスダジイの自然林は、成立年代が比較的新らしいのと規棋も少し小さ過ぎる
ようである。脱皮穀も確認できなかったこと.と周囲の環境が1933年来あまり大きく変化
していないことと合わせて考えると、川原（1933）が報告した個体は、他の場所（たと
えば諭鶴羽山）で発生し、移動してきたものである可能性が強い。さらに、生息の可能性の
ある候補地に上げておいた西淡町阿那賀の春日神社社(alt.10～20m)もかなり時
間をかけて調べたが、鳴声・脱皮穀共に確認できなかった。南淡町賀集の淳仁天皇陵(alも．
10～20m)同様であった。

これらの地には、いずれもある程度の面積のスダジイを主とする自然林が残存しているの
に、なぜ本種が分布しないのか大変興味のあるところである。樋熊（1967）の論じてい
るように、縄文海進時に本種が分布を拡大したと考えるならば、当時標高の低いこれらの地

は海底に没していたために、分布しないと云うことになるようであるが、これらの問

’
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題は今後、本諏の分布と深い関連をもつクチキコオロギなどの分布と併せて、種々の面から

考察したいと脅えている。
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1）朝日朝日稔（1973）南淡路地域の動物相、淡路島南部地域学術調査報告

書：75～84．（兵庫県）
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淡路島産昆虫類採集記録(II)

堀田 久

１
１

筆者はこれまでに、淡路島内の蝶類をはじめ各種昆虫類の採集記録を発友してきたが、ここで

は未発表の採集記録をあげることにする。番号の前に＊マークを付したものは、淡路島から新に

託録されるものである。

なお、ここにあげた記録はすべて箪者が所有する標本によるもので、（）内に採集者名を記

したが、筆者自身の得たものは採集者名を省略した。本稿を草するに当り、貴重な標本をご恵与
’
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いただいた方々 に厚くお礼申し上げる。

直翅目ORTHOPTERA

オオゴキプリ科Panesthidae

オオゴキプリPanesthiaspadicaShiraki
先山,1ex．,26.VII．1978

ハサミムシ目DERMAPTERA

マルムネハサミムシ科Carcinophoridae

ノ､サミムシAnisolabismaritimaGene

洲本市炬口,1eX．,15．IX、1977(椚田卓也）
』糊目HEMIPTERA

タイコウチ科Nepidae

ヒメミズカマキリRanatraunicolorScott

先山,1ex.,4VI．1968

アワフキムシ科Cercopidae

マエキアワフキOmalophoracostaliBMatsumura

先山,2exs．,8.VII．1978

ミミズク科Ledridae

ミミズクLedraaudituraWalker

洲本市下加茂,1eX．,25.Ⅵ、1968(登日邦明）

コミミズクPetalocephaladiscolorUhler

先山,1ex.,8．V,1977
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クロヒラタヨコパイ科Penthimiidae

クロヒラタヨコ′､くイPenthimianitidaLethierg

先山,1eX・,1.V、1977

毛趨目TRICHOPTERA

エグリトビケラ科Limnophilidae

エグリトビケラG1yphtaeliusadmorsusMaclachlan

先山,1ex.,26.V11.1978

双翅目DIPTERA

ムシヒキアプ科ASユユユdae

アシナカムシヒキMolobrat1ajaPonicaBigot

洲本市安乎町,1eX．,18.Ⅵ、1978

甲虫目COLEOPTERA

オサムシ科Carabidae

オオオサムシCarabusdehaaniichaudoir

洲本市安乎町,1ex．,25.VI1．1978

＊7．

8．

＊9

|’

｜

I

｜’10.

I

ヒョウタンゴミムシ科Scaritidae

11．
ナガヒヨウタンゴミムシScaritesterricolapacificusBates

津名町大町,1ex．,25．Ⅳ、1966(登日邦明）

ゴミムシ科Harpalidae

ウスケゴモクムシHarpalusgriSeuSPanzer

洲本市山武牧場,1eX．,6.1X、1975

コゴモクムシHarpalustridensMorawitz

先山91eX．,12.V111．1976

キベリゴモクムシAnoplogeniuscyanescensHope

津名町大町、ユeX．,20.V111．1966(登日邦明）

オオナガゴミムシPter･ostichusfortisMorawitz

津名町大町,1eX．,19.V161966(登日邦明）

ヤホシゴミムシLebidiaoctoguttataMorawitz

先山nleX．,8.VI1．1978

ケンゴロウ科DytiScidae

マルコガタノケンゴロウCylisterlewisianusSharp

12．
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先山,1ex･,6.Ⅵ、1978

コシマゲンゴロウHydaticuggrammicusnigrovittatusClark

洲本市安乎町,1eX．,29.VI．1978

ヒメヶンゴロゥRhantuBpulverosusSbephens

洲本市安乎町,1eX．,29.VI．1978;先山、1ex,,8.VII．1978

ガムシ科HydroPhilidae

シジミガムシLaccobiusbedeliSharp
洲本市山武牧場91ex．,6.Ⅸ、1975

コガムシHydrocharaaffinisShar･p
津名町大町、2exs．,1.VIII．1966(登日邦明）

キイロヒラタガムシEnochrussimulansSharp
C

津名町大町,1eX.,20.VIII．1966(登日邦明）
エンマムシ科Histeridae

エンマムシHisterje'keriMarseul

津名町大町,2exs．,20.VIII．1966(登日邦明）
マルハナノミ科Helodidae

トピイロマルハナノミScirtesjaponicugKiesenwetter●

洲本布安乎町， leX.,19.IX、1978

タマムシ科Buprestidae

クロタマムシBuprestishaemorrhoidalisHerbst
南淡町福良， 1eX．,16.VI．1967(藤原ユキ子）常降寺lll,1ex・,31.
Ⅵ1．1967（登日邦明）

コメツキムシ科E1ateridae

オオサビコメッキA1aotypusmaekliniiCandeze
先山， 1ex．,26．Ⅵ1．1978

オオクシコメッキSpheniscosomuerestrictuBCandeze
先山， lex0,12.VIII．1976

クシコメツキSPhenユscosomusceteCandeze
●

洲本市安乎町,1ex.,18.V、1974

アカハラクロコメッキAmPedushypogastricusCandeze

洲本市安乎町,1ex.,18.V，1974

－12－
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＊30．クロツヤハタ・コメツキPseudathoussecessusCandeze

諭観羽lll,1ex．,29.VI.1974;先山,1ex.,22.VII．1976

31．サビキコリAgrypnusbinodulusMotschulBky
津名町大町,1ex．,29.VI．1967(登日邦明）

カツオプシムシ科Dermestidae

＊32．シラォピマルヵッォプシムシAnthrenuspimpine11axFabriciuB
●

五色町下堺pleX．,25.V、1976(山崎俊道）

ヒヨウホンムシ科ptinidae

＊33．ナガヒヨウホンムシPtinugjaponicusReitter
● ●

五色町下堺,1eX．,25．V.1976(山崎俊道);洲本市安乎町,1exO,1.
VI．1978

シバンムシ科Anobiidae

＊34．オオナガシパンムシTrypopityscy1indricusNakane
先山,1eX・,12.VIII．1976

ジヨウカイモドキ科Melyridae

＊35．ツマキアオジヨウカイモドキMalachiusprolongatusMotschulsky
諭趣羽山,1eX．,4.V、1974

ヒラタムシ科Cucujidae

＊36．デバヒラタムシProstmislator1sReitter●

先山， 1ex．,8.VII．1978

テントウムシ科Coccinellidae

37．キイロテントウI11eiskoebelaeTimberlake

先山0 2exeq,8.VII.1978

38．ヒメアカボシテントウChilocoruskuwanae.Silvestri

津名町大町91ex、018.VI．1966(登日邦明）

39．ヒメカメノコテントウPropyleaguatuordecimPunctataLinne
津名町大町,1eXひ,12．VI.1966(登日邦明）

＊40．ヨツポシテントウダマシAncylopu･spictusasiaticusStrokecker
三熊山,1ex．,13.III．1975(山崎俊道);洲本市山武牧場,2exB・,6，

IX.1975

コキノコムシ科Mycetophagidae
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＊41．ヒケプトコキノコムシNycetophagusantennatusReitter

先山,1eX．,8.VI1．1978

ゴミムシタ'マシ科Tenebrionidae

＊42．ヒメキマワリPlesiophthalmuslaevicollisHarold

先山,1eX．,22.VI1．1976

＊43．コマルキマワリElixotacurvaMax･seul

先山,1eX．,23.Ⅸ、1976

ハムシダマシ科Lagriidae

44ハムシダマシIJagriavervexHope
諭観羽山,1ex．,29.Ⅵ、1974

45．ヒケプトゴミムシダマシLupx･oPBSinensisMarseul●

洲本市安乎町,1eX・,30.V111．1947

ツチハンミョウ科Meloidae

＊46．キイロケンセイZonitisjaponicaPic
先山,1eX.,8.Vn.1978

ハムシ科Chryeomllidae

47bキイロクピナガハムシLiliocerisrugataBaly
五色町下堺,1ex．'13.III．1975(山崎俊道）

48．キパネマルノミハムシHemipyxisflavipennisBaly
諭鎚羽山DleX．,29.VI,1974

49．カタクリハムシSangariolapunctatostriataMotschulsky
諭鶴羽山91eX．,4.Vbl974

50．ヨモギハムシOreinaauricha:lceaMannerheim
津名町大町,1eX,,19.VI．1966,1eX.,4.VI．1967.(登日

51．クロポシツツハムシCryPtocephalussignaticepsBaly
津名町大町,1eX・,20.V,1966(登日邦明）

＊52エノキハムシPyrrha1tatibialisBaly
先山91eX．,8．Ⅸ.1978

マメゾウムシ科Bruchidae

53．エンドウゾウムシBruchuspユgorumLinne
五色町下堺,2exs．,25.Ⅳ、1974(山崎俊道）

｜U，
1

一

.（登日邦明）
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材採集により得られたカミキリ

金田 士
日
日

1978年4月2～4円に採集した材より次の淡路未記録種が得られたので報告する。
1．ヨコヤマヒメカミキリCeresiumhdophaeumBATES

VI-21三熊山のタブより羽化

2．ズマルトラカミキリXylotrechuslautusMATSUSHIHA
V－7三熊山のタブより羽化

3．トケヒゲトラカミキリDemonaxtransilisBATES

III-15先山のコナラより採集

4．ヒメクロトラカミキリChlorophorusdiminutus(BATES)
IV-10三熊山のノグルミより羽化

5．ヒメアヤモンチビカミキリNeosybracribrella(BATES)、
V-21ユズルハ山、V-30先山の不明材より羽化

6．タテジマカミキリAulaconotuspachypezoidesTHOMSON
Vn-10三熊山のカクレミノより羽化

この他、次の既知種が得られた

トケヒケヒメカミキリ三熊山タブ、ミドリカミキリ三熊山ノグルミ

ヒメスギカミキリ三熊山スギ、ヤツポシハナカミキリ先山コナラ

プカサゴシロカミキリ三熊山ノグルミ、チャポヒゲナガカミキリ三雛

蕊

〆刀ザコンロカミキリ三熊山ノグルミ、チャポヒゲナガカミキリ三熊山不明

ニセピロウドカミキリ三熊山サクラ、ナガゴマフカミキリ三熊山サクラ

キクスイモドキカミキリ三熊山サクラ、ハイイロヤハズカミキリ宇山メダケ

クワサピカミキリ先山不明、ヒメヒゲナガカミキリ宇山アカメガシワ

エグリトラカミキリ三熊山ノグルミ

淡路より未記録のカミキリ3種

1． フタオビノミハナカミキリPidoniaPuziloiSOLSKY

78-VI-23eXs、ﾕズﾙ‘'､山花、ピーティング

キイロミヤマカミキリMargibesfulviduspagcoe

78-VI-13exs、三熊山燈火

ヒシカミキリMicroleraptinoidesBATBS

78-VI-23exS．ユズルハ山ビーティング

2．

3 ’

(金田昌士）
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淡路島産蝶類採集目録

卓浅田

1977年、1978年に淡路島において採集した蝶類の3己録について、ここに発表する。

筆者は昨年5月、当地に赴任してきたが、最近の蝶類採集記録が少ないということで、本稿を

執筆したしだいである。なお、文中にある採築者は、近藤伸一、浅lil卓の2名である。
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Hesperiidaeセセリチヨウ科

1.ErynnismontanugBremerミヤマセセリ

268，洲本布先山9．Ⅳ、1978近藤

2．Choaspesbenjaminiijaponicaアオバセセリ

19・洲本市三熊山1977浅田

3．IBoteinonlamprospilusC･etR･Felderホソバセセリ

6exs,西淡町伊加利1977浅田、268。南淡町沼島10:VII.

1978近藤、18，西淡町志知南25VIII．1978浅田、

4exg･洲本市千草1977近藤

4ThoressavariaMurr･avコチャバネセセリ

lex・洲本市先山2.VII．1978近藤

5.PeloPidasmathiasobex･thueriEvansチャバネセセリ

19，洲本市中川原15.VI．1978近藤

6.PotanthueflavumMurrayキマタ・ラセセリ
1ex･緑町中条中筋1.VII．1978近藤、洲木市大野10.Ⅸ。

1978近藤

PaPilionidaeアケハチヨウ科

ZPaPiliomemnonthunbergiivonSieboldナガサキアケハ

三原町諭湧羽ダム11．IX、1977浅田

8．PaPiliobianordehaaniiC.etR・Feldex･カラスアゲハ

洲本市千草27.V、1978近藤

Pieridaeシロチョウ科

9.AnthooharisscolymuBButlerツマキチヨウ
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2全今‘言一_.nlV1978近藤、1g,緑町中条中筋 23

乙66，緑町中条中筋’9．Ⅳ．13Joユ…ユ‘

IV.1978近藤
Lycaenidaeシジミチヨウ科

NeozephyrustaxilaBremerミドリシジミ
’8，西淡町伊加利1977浅田

7卵・西淡町伊加利26，11．1978近藤
11幼虫，緑町中条中筋23．Ⅳ、1978近藤
20幼虫，緑町中条中筋5．V.1978近藤
5幼虫，緑町中条中筋10,V、1978浅田

1蝿，西淡町伊加利23．V.1978近藤
299,洲本市中川原15．V1.1978近藤
19,洲本市千草17．Ⅵ．1978近藤
16，洲本市先山1．V11．1978浅田
JaPonicaluもeaHewitsonアヵシジミ

lex,緑町中条中筋11．Ⅵ.1977浅田
1，，淡路町岩屋12．V1．1978近藤

182？g，淡路町岩屋15.V1．1978近藤
1619．洲本市千草17．V1．1･978近藤
AntigiusattiliaBremerミズイロオナガシジミ

1ex・洲本市千草1977近藤

162gg,淡路町岩屋12．V1.1978近藤
1619,東浦町楠本12．Ⅶ、1978近藤
1619,洲本市中川原15．V1.1978近藤

26819,淡路町岩屋15．Ⅵ、1978近藤

’8’西淡町志知南13.V1.1978近藤

RapalaarataBremerトラフシジミ

366，緑町中条中筋23．Ⅳ、1978近藤

499,緑町中条中筋3．V.1978近藤

10．

’

11．

弓

I

’ I

’ 12

’

ﾄ
ト

13．

1幼虫，緑町中条中筋28．V、1978浅田（夏型羽代）

1幼虫，南淡町大日タ･ム5.V1．1978近藤（夏型）

1ex,洲本市大野24．Ⅵ、1978近藤（夏型）
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１
１
１

1ex，緑町中条中筋25．Ⅵ．1978近膝（夏型）

LamPidesboeticusLinnaeusウラナミシジミ

1ex,洲本市大野10．Ⅸ、1978近膝
O

Zizinaotieeme1土nadelOrzaシルピァシジミ

161g,洲本市下加茂1977桟田

26619，緑町中山峠10．Ⅸ、1978近藤

165gg,30卵緑町中山峠15．戒．1978近藤

136g9,緑町中山峠17．Ⅸ、1978近藤

NymPhalidaeタテハチヨウ科

DamoragaganalianeFruhetorferメスグロヒョウモン

16，緑町中条中筋12．VI.1977浅田

VanessacarduiLinnaeueヒメアカタテノ、

1exp洲本市大野10．Ⅸ、1978近藤

Satyridaeジャノメチョウ科

YPthimamotechulskyiniphonicaMurayamaウラナ

14

15．

16．

17．
’

｜’18．
今ru…山国山QuBcnu4skyiniphonicaMurayamaウラナミジヤノメ

1ex,緑町中条中筋11．Ⅵ．1977浅田，

6exB,緑町中条中筋25．V1．1978近藤，

1ex,緑町中条中筋1.V11．1978近藤，

2exs,緑町中条中筋1.V11．1978浅田，

MinoisdryasbipunctatuBMctschulskyジヤノメチョウ

3.exs，洲本市先山1977近藤

1ex,緑町倭文土井1978浅田

1ex・一宮町尾崎1978浅田

MelanitiBphedimaoitensisMatsumuraクロコノマチョウ

16，南淡町大日ダム30．X、1977浅田（再録）
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’

キトンボの採集記録

淡路島ではキトンポSymPetrumcroceolumSelysは、既に東浦町、淡路町松
帆、洲本市成ケ島などから記録されているが（関西トンボ談話会、1977），比較的個体数

が少い種のようであるので、下記のデータを記録しておく。標本は筆者が保管している。

洲本市金屋,16,7.X，1978(久保田信源採集）

（登日邦明）
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淡路島の力 キリムシ追加(v)
、
『
、

1．ヨコヤマヒメカミキリCeresiumhoユOphaeumBates

l978年7月26日、先山西茶屋の横で燈火に飛来したものを1扉課集した。

2．ヒメナガサピカミキリPberolophialeioPodinaBateS

l978年7月8日、先山西茶屋の2階で燈火に飛来したものを1頭採集した。

3．ニセリンゴカミキリObereamixtaBates

1978年6月11日、洲本市安乎町の筆者の自宅付近で、スイカズラの葉上に静止して

いた本種を1頭採集した。

以上の3種は淡路島から初めて記録されるものであり、標本は筆者が所蔵している。

（堀田久〉･
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クロツバメシジミ調査リポート

広畑政己

兵庫県に於けるクロツバメシジミの分布は、赤穂市、竜野市、姫路市、加西市、小野市、神戸

市道場町、山崎町、一宮町、上郡町、三日月町など西播地域を中心に、瀬戸内側の各地に広く点
在している。

これまで本種の記録がある産地での食草は、ベンケイソウ科のツメレンケが確認されており、

他県から報告されているタイトゴメ、マンネングサからは、まだ未発見である。

県下のツメレンケの自生地は、山野に残された数少ない岩場か、古い町並が残る家々 の屋根瓦な

などにみられる。前者ｶﾇー 宮町、上郡町、道場町、小野市で、後者が赤穂市、竜野市、姫路市な
どである。

筆者は、県下の古い町並が残る篠山、三木、小野、道場などの市街地や、篠山、平福、室津な

どの調査に当ったが、これらの町の屋根瓦からはツメレンケは発見できず、後日明石市、洲本市

などにもツメレンケが自生することを知り、1978年10月22日に当地を訪れた結果、ツメ

レンゲを双方で見ることができた。
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洲本市では、本町1丁目同5丁目、馬場町甲、海岸通り2r月、細E町、山手2丁目などか

なり広い範囲で多数見ることができる。その密度は、クロツバメシジミがﾉに.恩する赤穂市、竜野

市に匹敵し、本種が生息するに足りるものである。

今の度の調査では、ツメレンゲは確認できたものの、ツメレンゲが多数ノセえる高い副艮の上に

事情があって上がれず、残念ながら本種の生活史全プロセスの内、いずれのステージでも確認は
とれなかった。

県下で屋根瓦にツメレンケが自生するところでは、すべてクロツバメシジミが生息しているこ

と（明石市I妹調査）。淡路島を取り巻く、兵庫県瀬戸内側、岡山県瀬戸内側、小豆島、高松市、

和歌山県紀三井寺、有田市、箕島などにも本種が生息している（藤岡知夫、1975）ことなどか

から、淡路島に本種が生息していても不思議ではない。今後|司学諸氏の調査を期待したいもので

１
１

から、

ある。

尚、他県で発表されている食草の1つに、タイトコ・メがある。（紅谷進二、1971）によれ
ば、県下にも海岸地帯に分布しており、淡路島では、江井町、沼島（古い町並もある）阿那賀、
福良などが報告されている。ツメレンケの産地と併せて調査を進めたいと考える。
本稿を草するに当り、ツメレンケについて御教示いただいた湯浅史氏、今の度の調査に御協

力下さった尾崎勇氏に、未筆ながらお礼申し上げる。

’

参考文献

藤岡知夫(1975)日本産蝶類大図鑑講談社（東京）

’
紅谷進二（1971）兵庫県植物目録六月社（大阪）

淡路島に於けるウラナ シジミの

越冬について

、
、
、

’ 広畑政己

淡路島では6月から10月にかけて、各地で本種の成虫が見られ、12月下旬にも成虫の飛翅が
確認されたことがある（登日邦明、1974)｡しかしまだ土着の確認はされていない。・

本種が越冬するためには、冬期にもマメ科植物の花が途絶えることなく咲いていること、降霜

－20－
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日がないこと、最寒月の平均気温が7oCを下らぬことなどがわかっている（日浦勇、1973)。

また千葉県房総南端での調在では、12月～3月までの平均最低気温が5．4℃で越冬したこと

も報告され、発育ゼロ点ギリギリでも食物さえあれば冬を越すことができる（日浦勇、1973）。

因みに、本島南端の雛地区の冬期気温をみると、1977年12月～1978年3月までの最

低平均気温は4．8℃で、0℃以下となった日数は2日となっており、房総南端とあまり大差が
ないことがわかる。

一方食草については、1978年10月22日の謝査でインゲンマメを広石で確認し、漣の海

岸沿に自生するハマエンドウにも多数の卵を見ることができた。

本島でのマメ科食物の冬期栽培の主産地は、漣地域ではなく三原町などに多いようである圦

灘地或でも民家で栽培されているものがところどころで見られ、冬期でも花をつけている。

このような事実から、（登日邦明、1974）にも指摘があるように、島内でも冬期気温が温

暖な、灘地域、沼島などでは、年によっては越冬が予想される。冬期に於ける同地域の調査を期

待したい。

’

’参考文献

登日邦明（1974）淡路島の蝶相(II)名古屋昆虫同好会佳香蝶Vol.26

N0.99P25～32

日浦 勇（1973）海をわたる蝶蒼樹書房（東京）
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